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下
呂
温
泉
合
掌
村
と
富
山
県
民
謡
祭
。 

 
 
 
 
 
 

岡
哲
文 

 
 

 

二
〇
一
五
年
六
月
二
日
。
下
呂
温
泉
合
掌
村
。 

  

下
呂
温
泉
は
一
〇
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。
林
羅
山
が
有
馬
・
草
津
と
と
も
に
日
本
の

三
大
名
泉
の
一
つ
と
し
て
数
え
、
延
喜
か
ら
天
暦
年
間
に
湯
ヶ
峰
山
頂
か
ら
温
泉
が
噴
出
し

た
と
い
わ
れ
、
ま
た
開
湯
伝
説
と
し
て
、
薬
師
如
来
が
一
羽
の
鷺
に
化
身
し
て
湧
出
を
知
ら
せ

た
と
い
う
白
鷺
伝
説
が
あ
る
。
泉
質
は
「
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
」、
無
色
透
明
で
滑
ら
か
な

肌
触
り
で
美
人
の
湯
と
い
わ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
下
呂
駅
周
辺
に
多
く
の
ホ
テ
ル
や
旅
館

が
立
ち
並
び
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。 

 

「
下
呂
温
泉
合
掌
村
」
は
、
下
呂
温
泉
街
の
近
く
に
あ
り
、
白
川
郷
や
五
箇
山
か
ら
移
築
し

た
一
〇
棟
の
合
掌
造
り
が
あ
る
。
特
に
旧
大
戸
家
住
宅
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
か
ら
弘
化

三
年
（
一
八
四
六
）
ま
で
一
三
年
に
わ
た
っ
て
建
て
ら
れ
、
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
に
国

指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ
れ
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
に
、
御
母
衣
（
み
ほ

ろ
）
ダ
ム
建
設
の
際
に
保
存
展
示
す
る
た
め
に
解
体
移
築
さ
れ
た
。
翌
月
四
月
に
下
呂
温
泉
合

掌
村
が
開
業
し
た
。
事
前
予
約
制
だ
が
、
旧
大
戸
家
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ガ
イ
ド
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
旧
大
戸
家
以
外
に
も
旧
岩
崎
家
の
民
俗
資
料
館
、
影
絵
昔
話
館

「
し
ら
さ
ぎ
座
」、
旧
伊
並
家
の
合
掌
茶
屋
な
ど
が
あ
る
。 

 

下
呂
温
泉
合
掌
村
へ
は
、
下
呂
温
泉
駅
か
ら
定
期
バ
ス
が
ほ
ぼ
一
時
間
間
隔
で
運
行
さ
れ

て
お
り
、
約
六
分
で
到
着
す
る
。
私
は
下
呂
温
泉
内
の
国
民
宿
舎
に
宿
泊
し
、
こ
の
バ
ス
を
使

っ
て
合
掌
村
へ
行
っ
た
。
当
日
は
快
晴
で
蒸
し
暑
か
っ
た
。
バ
ス
停
を
降
り
て
大
き
な
駐
車
場

を
通
っ
て
受
付
を
済
ま
す
。
受
付
の
建
物
も
合
掌
造
り
の
旧
大
溝
家
で
あ
る
。 

 

ま
ず
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
一
緒
に
「
旧
大
戸
家
住
宅
」
へ
行
く
。
編
み
笠
、
蓑
を
は
お

り
、「
下
呂
温
泉
合
掌
村
」
と
書
か
れ
た
法
被
を
着
た
二
村
静
夫
氏
、
飛
騨
弁
で
話
す
の
が
特

徴
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
歴
は
六
年
で
あ
る
。 

 

大
戸
家
の
説
明
か
ら
入
る
。
こ
の
家
は
白
川
村
御
母
衣
（
み
ほ
ろ
）
字
上
洞
（
あ
へ
ほ
ら
）

か
ら
移
築
さ
れ
、
翌
六
三
年
に
飛
騨
郷
土
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）

に
下
呂
温
泉
合
掌
村
に
改
称
し
た
。
以
前
紹
介
し
た
御
母
衣
の
「
旧
遠
山
家
」
と
も
近
い
距
離

に
あ
る
。
屋
根
の
か
や
が
す
ご
く
き
れ
い
だ
が
、
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）
に
新
し
く
ふ
き

替
え
た
。
一
万
束
の
萱
を
使
い
そ
の
量
と
し
て
は
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
一
〇
台
分
に
相
当
す
る
。

萱
は
御
殿
場
や
高
山
、
白
川
郷
か
ら
調
達
し
、
片
面
で
約
二
五
〇
〇
万
、
両
面
で
約
五
〇
〇
〇

万
円
す
る
。 
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下
呂
温
泉
合
掌
村
の
受
付
（
旧
大
溝
家
）、
大
戸
家
の
外
観
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
二
村
氏
。 

  

こ
の
家
は
名
主
（
飛
騨
で
は
名
主
「
な
ぬ
し
」
と
言
わ
ず
、「
め
い
し
ゅ
」
と
言
う
）
だ
っ

た
た
め
ケ
ヤ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

江
戸
時
代
、
ケ
ヤ
キ
は
寺
社
仏
閣
ぐ
ら
い
し
か
使
用
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
家
は

格
式
が
高
か
っ
た
た
め
に
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
た
。
ま
た
こ
の
家
は
自
民
党
の
代
議
士
平
沢
勝

栄
氏
の
母
親
の
家
で
あ
り
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
に
こ
こ
で
平
沢
氏
が
誕
生
し
た
。
こ

の
家
は
三
十
八
代
続
い
た
が
、
当
主
の
方
が
二
〇
一
四
年
に
亡
く
な
り
、
独
身
だ
っ
た
た
め
に

系
統
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
が
、
大
き
な
仏
壇
、
鎧
、
金
屏
風
等
様
々
な
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

江
戸
時
代
に
は
名
主
以
外
に
医
業
も
営
ん
で
い
た
。 

 

こ
の
家
が
重
要
文
化
財
に
決
定
し
た
決
め
手
は
棟
札
で
、
建
築
さ
れ
た
天
保
四
年
と
家
族

十
九
名
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
住
宅
が
国
の
重
文
に
認

定
さ
れ
た
の
は
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
）
、
次
が
以
前
紹
介
し
た
「
遠
山
家
住
宅
」
で
一
九

七
一
年
（
昭
和
四
六
）
十
二
月
二
十
七
日
、
最
後
が
こ
れ
も
以
前
紹
介
し
た
荻
町
の
「
和
田
家
」

が
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
十
二
月
で
あ
る
。
こ
の
家
に
も
所
謂
「
チ
ョ
ウ
ナ
バ
リ
」
と
い
う

山
で
自
然
に
曲
が
っ
た
木
を
梁
に
使
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
室
内
か
ら
外
に
出
て
い
る
。
優
れ
た

耐
震
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

 

各
部
屋
を
回
っ
て
説
明
を
受
け
る
。
こ
の
家
に
も
入
口
に
馬
屋
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
竹
の
籠
、

部
屋
の
間
取
り
図
、
民
具
以
外
に
、
牛
と
そ
れ
を
世
話
す
る
人
の
人
形
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ

の
大
戸
家
で
も
各
部
屋
に
は
人
形
が
置
か
れ
て
当
時
の
様
子
を
再
現
し
て
い
る
。
以
前
荘
川

の
里
を
訪
問
し
た
時
も
、
こ
の
人
形
が
各
部
屋
に
置
か
れ
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
囲

炉
裏
の
あ
る
母
屋
に
は
丸
い
藁
製
の
ご
ざ
が
ひ
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
火
を
焚
い
て
部
屋
を

暖
め
、
濡
れ
た
蓑
や
藁
製
の
長
靴
を
乾
か
し
た
。 

 

夜
な
べ
仕
事
を
し
た
作
業
部
屋
や
、
前
述
し
た
平
沢
勝
栄
氏
の
生
ま
れ
た
部
屋
、
そ
し
て
箱

階
段
の
上
を
見
る
と
、
大
人
衆
の
就
寝
部
屋
が
あ
る
。
こ
の
家
で
も
縁
の
下
で
煙
硝
を
作
っ
て

お
り
、
五
箇
山
や
白
川
郷
の
合
掌
造
り
を
見
学
す
る
と
、
そ
う
い
う
話
は
よ
く
耳
に
す
る
。
五
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箇
山
の
上
梨
に
あ
る
合
掌
造
り
「
村
上
家
」
で
も
、
囲
炉
裏
に
座
っ
て
当
主
か
ら
煙
硝
づ
く
り

の
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
菅
沼
集
落
内
の
合
掌
造
り
施
設
「
塩
硝
（
え
ん
し
ょ
う
）
の

館
」
で
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
煙
硝
づ
く
り
の
展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
藁
に
馬
の
小
便
を

混
ぜ
、（
人
間
の
小
便
も
混
ぜ
た
よ
う
だ
）、
薬
草
、
そ
れ
か
ら
蚕
の
フ
ン
（
蚕
は
二
階
で
飼
っ

て
い
た
）、
や
食
べ
か
す
の
桑
の
葉
を
混
ぜ
て
、
一
メ
ー
ト
ル
八
〇
ぐ
ら
い
あ
る
桶
に
入
れ
て

発
酵
し
て
作
っ
た
。 

 

上
段
の
間
を
上
が
っ
て
仏
間
に
い
く
手
前
に
、
壁
に
数
珠
が
か
か
っ
て
い
た
。
今
は
一
つ
し

か
な
い
が
、
昔
は
住
居
し
て
い
た
人
数
分
か
か
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
各
人
、
自
分
用
の
数
珠

を
取
っ
て
仏
前
で
拝
ん
で
い
た
。
荘
川
や
白
川
郷
・
五
箇
山
も
含
め
て
、
浄
土
真
宗
の
信
仰
の

篤
い
地
域
で
あ
り
、
金
ぴ
か
の
絢
爛
豪
華
な
仏
壇
を
置
い
て
い
る
。 

 
 

 

絢
爛
豪
華
な
仏
壇
、
こ
れ
ら
の
人
形
が
部
屋
の
あ
ち
こ
ち
に
置
い
て
あ
り
、
昔
の
生
活
を
偲
ば

せ
る
。
平
沢
勝
栄
代
議
士
の
写
真
パ
ネ
ル
。 

  

お
と
と
し
遠
山
家
へ
行
っ
た
時
に
展
示
し
て
あ
っ
た
、
白
川
郷
の
大
家
族
制
度
に
つ
い
て

も
説
明
を
さ
れ
た
。
自
給
自
足
で
耕
地
面
積
が
狭
く
、
結
婚
し
て
分
家
を
出
せ
ず
、
家
の
後
継

者
た
る
長
男
の
み
が
結
婚
し
、
次
男
以
下
は
結
婚
で
き
ず
、
実
家
で
働
く
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ

も
限
ら
れ
た
耕
作
地
し
か
持
た
な
か
っ
た
昔
の
人
々
が
、
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
方

法
で
あ
っ
た
。
結
婚
で
き
な
い
次
男
以
下
に
対
し
て
「
夜
這
い
」
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
て
、
そ

の
た
め
に
「
夜
這
い
の
間
」
と
い
う
小
さ
な
部
屋
が
あ
っ
た
。
今
で
は
も
う
そ
う
い
う
習
慣
は

廃
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
昔
は
農
村
で
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
夜
這
い
に
つ
い
て
は

こ
れ
以
上
こ
こ
で
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
る
。 

 

二
村
氏
か
ら
「
シ
ャ
ギ
」
と
い
う
も
の
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
漢
字
で
は
捨
て
る
木
「
捨
木
」

と
書
き
、
一
八
歳
ま
で
使
っ
て
い
た
、
今
で
い
う
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
で
用

を
足
し
た
後
始
末
を
し
た
。
そ
れ
に
新
聞
紙
は
絶
対
に
使
わ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
新
聞
紙
は
養
蚕
に
必
要
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
で
は
ほ
ぼ
養
蚕
が
あ
っ

た
か
ら
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
必
ず
「
お
か
い
こ
さ
ま
」
と
呼
ん
で
い
る
ぐ
ら
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い
、
養
蚕
は
大
切
な
も
の
と
さ
れ
た
。
新
聞
紙
は
蚕
様
が
繭
に
な
る
時
に
出
る
小
便
を
吸
わ
せ

る
た
め
に
何
枚
も
下
に
敷
い
た
た
め
に
、
痛
み
を
我
慢
し
て
捨
木
を
使
っ
た
。「
そ
れ
か
ら
ち

り
紙
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
へ
と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史
を
語
る
」
と
、
中
日
新
聞
二
〇
一
五

年
十
一
月
一
七
日
号
に
も
あ
る
。 

こ
こ
に
は
日
本
全
国
か
ら
観
光
客
が
訪
問
し
、
昔
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
替
わ
り
に

様
々
な
も
の
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
話
に
な
り
、
日
本
の
人
口
の
半
数
が
藁
、
そ
れ
以
外
は
葉

で
し
か
も
大
体
五
、
六
種
類
使
っ
た
。
最
近
来
た
方
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
皮
を
使
っ
た
と
い

う
話
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
外
国
の
ト
レ
イ
事
情
も
分
か
り
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
エ
ジ
プ
ト
、
全
部
海
外
旅
行
を

し
た
方
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
た
め
六
年
に
全
国
か
ら
礼
状
が
二
五
三
通
来
た
。
外
国

人
、
香
港
か
ら
来
た
観
光
客
か
ら
一
四
通
も
ら
っ
た
。 

 

大
戸
家
の
裏
側
に
合
掌
足
湯
が
あ
り
、
そ
こ
の
近
く
に
旧
遠
山
家
の
板
倉
（
倉
庫
）
が
あ
る
。 

一
八
一
〇
年
（
文
化
七
）
に
建
て
ら
れ
、
板
で
壁
を
二
重
に
し
て
い
る
。
一
九
六
三
年
（
昭
和

三
八
）
に
御
母
衣
（
み
ほ
ろ
）
か
ら
移
築
さ
れ
た
国
の
有
形
文
化
財
で
あ
る
。
思
わ
ぬ
所
で
遠

山
家
関
係
の
も
の
に
出
会
っ
た
。
屋
根
の
茅
は
苔
む
し
、
壁
の
木
材
は
は
だ
け
て
い
て
、
そ
れ

は
遠
山
家
と
同
じ
だ
っ
た
。 

 

二
村
氏
は
元
大
工
だ
っ
た
の
で
、
合
掌
造
り
の
ガ
イ
ド
も
、
使
用
し
て
い
る
木
の
種
類
や
建

築
方
法
な
ど
か
な
り
詳
細
に
話
し
て
も
ら
え
る
。
ま
た
昔
の
生
活
、
養
蚕
や
煙
硝
づ
く
り
に
つ

い
て
も
非
常
に
分
か
り
や
す
く
、
頭
の
中
に
描
き
や
す
い
。 

 

尚
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
こ
の
大
戸
家
の
み
で
、
こ
こ
で
二
村
氏
と
別
れ
て
他
の
合
掌
造
り
を

見
に
行
く
。 

 

受
付
に
戻
り
、「
旧
岩
崎
家
」
を
見
る
。
岩
瀬
家
は
江
戸
時
代
中
期
に
建
て
ら
れ
た
国
の
有

形
登
録
文
化
財
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
民
俗
資
料
館
と
し
て
内
部
公
開
を
し
て
い
る
。
富
山
県
の

五
箇
山
か
ら
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
に
移
築
さ
れ
た
。
白
川
郷
の
合
掌
造
り
は
「
平
入
り
」

と
い
っ
て
屋
根
の
三
角
部
分
が
側
面
に
な
る
が
、
こ
の
岩
瀬
家
は
「
妻
入
り
」
と
い
っ
て
屋
根

の
三
角
部
が
家
の
正
面
に
く
る
、
五
箇
山
の
伝
統
的
な
合
掌
造
り
で
あ
る
。
入
口
に
大
八
車
の

車
輪
や
木
製
の
は
し
ご
な
ど
が
掲
げ
て
あ
る
。 

 
 

 

岩
崎
家
外
観
、
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
内
部
に
あ
っ
た
鎧
二
着
と
展
示
し
て
あ
る
民
具
。 
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ま
ず
入
り
口
を
入
る
と
昔
の
防
寒
具
の
蓑
や
網
傘
や
ソ
リ
、
カ
ン
ジ
キ
（
昔
の
藁
製
の
長
靴
）

な
ど
も
一
面
に
展
示
し
て
あ
っ
た
。
雪
深
い
土
地
な
ら
で
は
の
民
具
だ
が
、
こ
れ
だ
け
沢
山
見

た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
大
き
な
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
鎧
が
二
着
あ
っ
た
。
地

元
八
王
子
に
「
う
か
い
鳥
山
」
に
も
、
五
箇
山
の
合
掌
造
り
が
移
築
さ
れ
、
料
亭
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
が
、
食
事
を
せ
ず
に
内
部
見
学
だ
け
で
も
可
な
の
で
、
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
そ
こ
で
も
鎧
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
お
雛
様
の
よ
う
な
土
人
形
が
沢
山
展
示
し
て
あ
っ
た
。
上
段
は
男
女
二
体
の
人
形

だ
が
女
性
や
武
者
人
形
も
展
示
し
て
あ
り
、
色
あ
せ
も
な
く
て
色
彩
豊
か
だ
。 

  

合
掌
村
に
入
館
し
、
二
村
氏
に
ガ
イ
ド
を
受
け
て
い
る
間
、
さ
か
ん
に
女
性
の
呼
び
込
み
の

声
が
響
い
て
い
た
。
岩
崎
家
の
前
の
通
路
を
隔
て
た
側
に
あ
る
合
掌
造
り
民
家
は
「
影
絵
昔
話

館
し
ら
さ
ぎ
座
」
で
あ
る
。
一
階
部
分
の
樋
の
上
に
「
影
絵
昔
話
館 

し
ら
さ
ぎ
座
」
と
書
か

れ
、
入
り
口
の
暖
簾
に
も
「
し
ら
さ
ぎ
座
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
屋
根
が
苔
む
し
て
い
る
の
が

分
か
る
。
こ
こ
は
日
本
で
唯
一
の
影
絵
劇
場
で
あ
り
、
劇
団
「
か
か
し
座
」
に
よ
っ
て
、
下
呂

温
泉
の
由
来
で
あ
る
、
一
羽
の
傷
つ
い
た
し
ら
さ
ぎ
が
温
泉
の
あ
り
か
を
教
え
た
「
し
ら
さ
ぎ

伝
説
」
や
、
下
呂
市
、
下
呂
温
泉
に
伝
わ
る
伝
説
や
昔
話
を
、
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン
と
柔
ら
か
い

ハ
ー
フ
ト
ー
ン
シ
ル
エ
ッ
ト
で
上
演
さ
れ
る
。 

 

「
劇
団
か
か
し
座
」
は
、
日
本
最
初
の
現
代
影
絵
専
門
劇
団
で
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）

に
創
立
さ
れ
、
以
来
六
〇
年
以
上
、
独
自
の
手
法
で
影
絵
の
世
界
を
拓
き
、
活
動
分
野
は
テ
レ

ビ
、
舞
台
、
出
版
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
興
味
が
あ
っ
た
の
で
入
館
し
て
み
た
ら
、
親
子
連
れ

な
ど
、
結
構
人
が
入
っ
て
お
り
、
客
席
は
升
席
に
座
布
団
が
し
い
て
あ
り
、
正
面
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
影
絵
が
映
し
出
さ
れ
る
。
私
が
観
た
の
は
飛
騨
小
坂
の
伝
説
、「
力
持
ち
小
太
郎
」
だ
っ

た
。 

 

戦
国
時
代
、
下
呂
の
北
、
小
坂
地
域
の
寺
に
戦
火
が
襲
い
、
村
人
た
ち
は
燃
え
か
け
て
い
た

大
き
な
仁
王
像
を
必
死
に
川
に
運
び
、
流
れ
去
っ
て
し
ま
わ
ぬ
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
放
っ
た
。 

正
直
で
働
き
者
の
若
者
小
太
郎
の
夢
枕
に
仁
王
様
が
立
た
れ
、
お
告
げ
通
り
に
河
原
に
行
き
、

与
え
ら
れ
た
百
人
力
で
仁
王
像
を
高
台
ま
で
運
び
、
苦
労
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
人
の
気
持
ち

が
分
か
り
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
小
太
郎
は
、
仁
王
様
か
ら
授
か
っ
た
そ
の
百

人
力
で
村
人
た
ち
の
役
に
立
ち
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た
。 

 

話
の
内
容
は
こ
う
で
あ
っ
た
。
私
は
勿
論
、
こ
れ
だ
け
大
掛
か
り
な
影
絵
を
見
た
の
は
初
め

て
だ
っ
た
し
、
観
客
と
役
者
が
一
体
に
な
り
、
一
つ
の
作
品
を
演
じ
て
い
る
空
間
を
体
験
で
き

た
。 

 

園
内
に
は
食
事
処
も
あ
る
。
し
ら
さ
ぎ
座
の
隣
、
「
旧
伊
並
家
」
は
合
掌
茶
屋
で
め
ん
処
、

少
し
歩
い
て
大
戸
家
の
裏
側
に
食
事
処
と
売
店
の
合
掌
造
り
民
家
「
市
倉
」
が
あ
る
。
ボ
リ
ュ

ー
ム
あ
る
定
食
を
食
べ
た
か
っ
た
の
で
市
倉
で
食
事
に
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
事
前
予
約
が
必
要
だ
が
、
市
倉
の
隣
に
あ
る
合
掌
造
り
民
家
「
飛
騨
工
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房
」
で
は
、
陶
芸
の
絵
付
け
ロ
ク
ロ
、
手
び
ね
り
や
紙
す
き
体
験
が
で
き
る
。
絵
付
け
体
験
は
、

焼
き
物
は
す
で
に
一
輪
差
し
や
皿
な
ど
が
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
体
験
者
は
下
絵
の
中
か
ら

好
き
な
絵
柄
を
選
ん
で
、
筆
で
色
付
け
を
す
る
。
絵
付
け
自
体
が
初
め
て
だ
し
、
こ
の
際
だ
か

ら
と
予
約
を
入
れ
て
、
絵
付
け
を
体
験
し
て
み
た
。
下
絵
の
図
柄
が
が
す
で
沢
山
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
見
な
が
ら
書
い
て
色
を
付
け
れ
ば
い
い
だ
け
だ
か
ら
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
簡
単
で

あ
っ
た
。
後
は
窯
で
焼
い
て
、
送
料
を
払
っ
て
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
送
っ
て
も
ら
え
る
。 

 
 

 

影
絵
が
鑑
賞
で
き
る
し
ら
さ
ぎ
座
、
水
車
の
近
く
に
あ
る
食
事
処
市
倉
と
陶
芸
・
紙
漉
き
体
験

が
で
き
る
飛
騨
工
房
。 

 
 

 

他
に
も
円
空
館
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
円
空
仏
を
中
心
に
下
呂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
円
空
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
。
円
空
（
寛
永
九
年 

一
六
三
二
か
ら
元
禄
八
年 

一
六
九
五
）
は
、
全

国
に
円
空
仏
と
い
う
独
特
の
木
彫
り
仏
像
を
残
し
、
生
涯
に
十
二
万
本
の
仏
像
を
彫
り
、
現
在

ま
で
に
五
三
〇
〇
本
が
発
見
さ
れ
、
北
海
道
、
青
森
か
ら
三
重
、
奈
良
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。

円
空
仏
に
興
味
の
あ
る
方
に
は
お
勧
め
の
場
所
で
あ
る
。 

  

合
掌
造
り
民
家
を
見
終
わ
っ
て
、
歳
時
記
の
森
と
い
う
歓
迎
門
を
く
ぐ
っ
て
地
下
道
を
歩

く
と
「
茶
房
万
古
庵
」
に
出
る
。
こ
の
奥
に
森
の
滑
り
台
が
あ
る
。
第
一
滑
り
台
と
第
二
滑
り

台
と
が
あ
り
、
人
ひ
と
り
が
入
れ
る
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
金
属
の
ロ
ー
ラ
ー
が
沢
山
つ
い

て
い
て
、
勢
い
を
付
け
て
滑
り
降
り
る
。
か
な
り
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
滑
る
の
で
、
ス
リ
ル
を
味

わ
い
た
い
方
や
子
供
に
も
お
勧
め
し
ま
す
が
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
財
布
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
を
入
れ
て
滑
る
と
、
途
中
で
投
げ
出
さ
れ
、
滑
り
台
の
周
り
の
木
に
引
っ
か
か
っ
て
し

ま
い
、
後
で
受
付
に
て
そ
れ
ら
を
受
け
取
る
羽
目
に
な
る
の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
る
物

は
他
の
場
所
に
し
ま
っ
て
か
ら
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
う
し
て
、
下
呂
温
泉
合
掌
村
を
見
終
わ
っ
て
、
循
環
バ
ス
に
乗
っ
て
宿
に
戻
っ
た
。 
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世
界
遺
産
登
録
二
〇
周
年
記
念 

「
五
箇
山
民
謡
祭 

第
六
四
回
富
山
県
民
謡
民
舞
大
会
」 

二
〇
一
五
年
六
月
六
日
土
曜
日
。
会
場
、
菅
沼
五
箇
山
合
掌
の
里
。 

  

こ
の
旅
行
の
前
、
五
箇
山
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
五
箇
山
で
民
謡
祭
を
開
催

す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
五
箇
山
の
み
な
ら
ず
、
県
内
外
の
民
謡
が
一
堂
に
会
す
る
競
演
と
も
書

か
れ
て
お
り
、
出
演
す
る
民
謡
保
存
団
体
も
明
記
さ
れ
て
い
た
。 

何
度
も
五
箇
山
の
記
事
で
書
い
て
い
る
こ
き
り
こ
唄
や
麦
屋
節
の
保
存
会
、
富
山
県
立
南
砺

市
平
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
、
越
中
八
尾
お
わ
ら
保
存
会
な
ど
以
外
に
も
、
初
め
て
見
る
よ
う

な
民
謡
保
存
会
や
さ
ら
に
輪
島
市
の
能
登
麦
屋
節
民
謡
保
存
会
も
出
演
し
て
い
た
。
演
目
だ

け
で
二
〇
近
く
あ
り
、
ほ
ぼ
一
日
が
か
り
の
祭
り
だ
っ
た
た
め
、
今
ま
で
何
度
も
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
五
箇
山
の
民
謡
は
避
け
て
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
他
の
民
謡
だ
け
を
書
い
て
い
く
。 

 
 

当
日
は
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
上
に
蒸
し
暑
く
、
開
催
直
前
に
は
小
雨
が
ぱ
ら
つ
い
て
い
た
の

で
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
羽
織
っ
た
ら
蒸
れ
て
更
に
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
各
民
謡
を

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
や
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
た
た
め
に
、
お
昼
ご
は
ん
を
食
べ

そ
こ
な
い
、
同
時
開
催
し
て
い
た
な
ん
と
う
ま
い
も
の
市
に
は
行
か
ず
、
祭
り
の
終
了
間
際
に
、

売
れ
残
り
そ
う
な
焼
き
そ
ば
を
食
べ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
会
場
は
老
若
男
女

様
々
な
人
が
来
て
お
り
、
席
は
ほ
ぼ
満
席
だ
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。 

菅
沼
合
掌
の
里
の
バ
ス
停
で
降
り
て
会
場
に
行
く
と
、
五
箇
山
民
謡
祭
の
の
ぼ
り
が
立
っ

て
い
て
、
五
箇
山
料
理
を
販
売
す
る
テ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
前
方
は
野
外
で
パ
イ
プ
椅
子
が
並
べ

ら
れ
、
後
方
は
テ
ー
ブ
ル
付
き
テ
ン
ト
で
、
舞
台
奥
に
合
掌
造
り
の
大
き
な
模
型
が
あ
っ
た
。 

午
前
一
〇
時
よ
り
開
催
さ
れ
、
実
行
委
員
長
か
ら
開
催
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
後
に
は
、
砲

術
演
武
と
し
て
五
箇
山
塩
硝
鉄
砲
隊
に
よ
る
、
火
縄
銃
の
実
射
が
行
わ
れ
た
。
陣
笠
に
陣
羽
織

を
羽
織
っ
た
男
性
を
先
頭
に
、
女
性
た
ち
で
構
成
さ
れ
た
鉄
砲
隊
だ
っ
た
。 

テ
レ
ビ
以
外
で
火
縄
銃
の
実
演
を
見
た
の
は
初
め
て
で
、
か
な
り
大
き
な
音
に
驚
い
た
。 

 

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
滑
川
市
（
な
め
り
か
わ
し
）
の
新
川
古
代
神
保
存
会
に
よ

る
新
川
古
代
神
（
に
い
か
わ
こ
だ
い
じ
ん
）
だ
っ
た
。
新
川
古
代
神
は
、「
は
ね
そ
（
羽
根
曽
）」

を
原
型
と
し
た
盆
踊
り
歌
で
あ
り
、
由
来
は
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
）
に
古
大

仁
と
い
う
僧
侶
が
お
盆
の
一
三
日
の
夕
暮
れ
ま
で
に
提
灯
松
明
を
両
手
に
振
り
な
が
ら
唄
い

口
ず
さ
み
、
霊
を
迎
え
に
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
実
際
に
、
白
と
青
の
混
じ
っ
た

着
物
を
き
た
男
性
た
ち
が
、
両
手
に
松
明
を
持
ち
、
舞
台
の
下
の
空
間
で
踊
っ
た
。
舞
台
の
上

で
は
女
性
た
ち
が
日
の
丸
の
扇
を
手
に
し
て
お
り
、
そ
の
後
ろ
に
は
三
味
線
や
歌
い
手
な
ど

が
い
た
。
松
明
を
使
っ
て
踊
る
民
謡
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
し
、
勿
論
見
た
の
も
初
め

て
で
あ
っ
た
。 

前
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
日
は
蒸
し
暑
く
、
松
明
を
持
ち
な
が
ら
踊
る
の
は
さ
ぞ
か
し
熱
い
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だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
踊
り
手
は
一
心
不
乱
に
踊
っ
て
い
た
。 

 
 

次
は
、
小
矢
部
市
（
お
や
べ
し
）
願
念
坊
踊
保
存
会
に
よ
る
「
な
げ 

奴
さ
ん 

お
客
さ
ん

六
法 

吃
又
（
ど
も
ま
た
）
お
い
ら
さ
ん 

小
大
臣
」
だ
っ
た
。
こ
の
踊
り
は
戦
国
時
代
に
織

田
信
長
に
よ
る
石
山
本
願
寺
と
の
合
戦
の
際
、
本
願
寺
は
全
国
の
門
徒
を
集
め
て
抵
抗
し
、
十

一
年
間
落
城
せ
ず
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
講
和
の
際
、
長
年
の
戦
い
に
苦
し
ん
で
い
た

門
徒
た
ち
に
よ
っ
て
喜
び
の
あ
ま
り
法
衣
の
ま
ま
乱
舞
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
踊
り
を

小
矢
部
な
ど
か
ら
参
戦
し
て
い
た
門
徒
や
僧
が
帰
郷
し
て
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
法
衣

を
ま
と
い
、
ね
じ
り
鉢
巻
き
に
縄
帯
を
し
て
、
手
甲
・
脚
絆
に
わ
ら
じ
履
き
の
坊
主
姿
や
法
被

に
相
撲
の
化
粧
ま
わ
し
の
よ
う
な
前
掛
け
姿
の
子
供
が
、
鉦
・
太
鼓
・
三
味
線
な
ど
で
囃
子
に

の
っ
て
身
振
り
面
白
く
踊
り
、
ま
た
同
じ
坊
主
姿
が
二
重
の
笠
の
棒
に
「
念
願
坊
」「
天
下
泰

平
」
の
行
灯
を
つ
け
た
「
ダ
シ
」
を
持
ち
歩
き
回
っ
た
。 

 

本
願
寺
合
戦
の
こ
と
は
五
箇
山
の
煙
硝
を
使
っ
て
戦
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
合
戦
の
裏
に
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。 

  

そ
の
前
に
踊
ら
れ
た
氷
見
市
の
「
氷
見
網
起
し
木
遣
り
保
存
会
」
に
よ
る
「
氷
見
網
起
し
木

遣
り
」
も
印
象
深
い
。
木
遣
り
は
、
木
を
引
き
材
木
を
運
搬
し
「
が
め
か
ち
（
建
物
の
基
礎
の

石
を
打
ち
固
め
る
作
業
）」
を
打
つ
と
き
に
唄
わ
れ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
末
期
に
富
山
県
氷

見
一
帯
の
マ
グ
ロ
・
ブ
リ
漁
の
重
い
網
を
起
こ
す
た
め
の
威
勢
の
い
い
木
遣
り
唄
が
起
源
で
、

以
来
二
〇
〇
年
余
歌
い
継
が
れ
て
き
た
が
、
近
代
化
の
影
響
に
よ
っ
て
い
つ
し
か
歌
声
は
途

絶
え
、
そ
こ
で
こ
れ
を
後
世
に
残
そ
う
と
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ

て
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
唄
は
網
を
手
繰
り
寄
せ
る
唄
は
前
唄
と
、
網
を
起
こ
し
き
る
本

唄
か
ら
な
っ
て
お
り
、
踊
り
は
太
鼓
と
唄
に
合
わ
せ
て
女
性
の
踊
り
手
が
布
を
張
っ
て
波
を

演
出
し
、
男
性
が
櫂
を
手
に
漁
場
の
定
置
網
ま
で
船
を
漕
ぎ
、
重
い
網
を
力
合
わ
せ
て
起
こ
す

一
連
の
動
作
を
勇
壮
に
表
現
す
る
。 
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松
明
を
持
っ
て
踊
る
新
川
古
代
神
、
カ
ラ
フ
ル
な
ダ
シ
が
登
場
す
る
願
念
坊
踊
り
、
波
と
櫂
で

大
漁
を
表
現
す
る
氷
見
網
起
し
木
遣
り
、
五
箇
山
塩
硝
鉄
砲
隊
に
よ
る
砲
術
演
武
。 

  

偏
に
民
謡
と
い
っ
て
も
色
々
な
踊
り
と
演
目
が
あ
り
、
歴
史
も
色
々
あ
る
も
の
だ
と
見
て

い
て
感
じ
た
。 

最
後
に
越
中
五
箇
山
こ
き
り
こ
唄
保
存
会
に
よ
る
「
と
い
ち
ん
さ
」、「
お
小
夜
節
」、「
五
箇
山

追
分
」
を
も
っ
て
無
事
に
終
了
し
た
。
合
掌
の
里
か
ら
世
界
遺
産
バ
ス
に
乗
っ
て
本
日
の
宿
、

五
箇
山
荘
に
戻
っ
て
す
ぐ
に
温
泉
に
入
っ
て
汗
を
流
し
た
。 

  

民
謡
祭
と
全
く
関
係
な
い
話
に
な
る
が
、
私
は
今
年
二
〇
一
六
年
五
月
ま
で
古
本
の
入
力

の
仕
事
を
し
、
様
々
な
本
を
扱
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
以
前
、
御
母
衣
（
み
ほ
ろ
）
の
遠
山

家
を
取
材
し
た
際
に
コ
メ
ン
ト
し
た
『
瀧
井
孝
作
全
集 

第
六
巻
』
中
央
公
論
社 

昭
和
五
四

年
二
月
発
行
。（
昭
和
五
年 

一
九
三
〇
年
一
一
月
六
日
。『
週
刊
朝
日
』
第
一
八
巻
第
二
二
号
。

「
現
代
日
本
紀
行
文
学
全
集
」
ぽ
る
ぷ
出
版
。）』
な
ど
を
発
見
し
て
紀
行
文
を
書
く
時
の
参
考

に
し
た
が
、
今
回
も
似
た
よ
う
な
状
況
で
五
箇
山
を
舞
台
に
し
た
推
理
小
説
を
発
見
し
た
。 

『
首
桶
伝
説 

飛
騨
・
五
箇
山
の
秘
密 

菊
村
到 

光
文
社
新
書 

昭
和
五
九
年
第
一
刷
』
で

あ
る
。
約
三
〇
年
前
の
本
で
あ
り
、
シ
ナ
リ
オ
作
家
の
主
人
公
が
画
廊
で
た
ま
た
ま
見
た
絵
に

心
奪
わ
れ
、
そ
れ
が
五
箇
山
の
風
景
で
あ
り
、
自
分
の
叔
父
も
五
箇
山
出
身
の
こ
と
を
知
っ
て

か
ら
、
自
分
の
身
の
回
り
で
不
幸
な
死
が
頻
発
し
、
終
戦
直
前
の
狂
気
の
よ
う
な
事
件
を
知
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
当
然
世
界
遺
産
認
定
前
の
、
ま
だ
今
ほ
ど
観
光
地
化
さ
れ

て
い
な
い
五
箇
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
国
民
宿
舎
の
五
箇
山
荘
や
流
刑
小
屋
、
西
赤
尾
の
奥
に

あ
る
、
す
で
に
廃
村
し
た
首
桶
村
（
架
空
の
村
、
お
そ
ら
く
桂
村
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
）

が
登
場
す
る
。 

 

著
者
の
菊
村
到
氏
は
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
に
生
ま
れ
、
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
）
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に
亡
く
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
）
に
仙
台
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
し
、
戦
後
早
稲

田
大
学
に
入
学
し
て
作
家
活
動
を
は
じ
め
、
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
）
に
文
学
界
新
人
賞
を

受
賞
し
た
。
菊
村
氏
は
こ
の
作
品
を
書
く
た
め
に
五
箇
山
を
実
際
に
訪
問
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
描
写
が
あ
る
。
没
す
る
四
年
前
に
五
箇
山
が
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
当
人
は

ど
う
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
五
箇
山
に
何
度
も
訪
問
し
、
ま
た
ネ
ッ
ト
上
で
五
箇
山
に
関

す
る
こ
と
を
多
数
検
索
し
て
い
る
が
、（
私
は
主
に
旅
行
記
事
だ
け
を
検
索
し
て
い
る
か
ら
だ

と
思
う
け
れ
ど
）、
こ
の
本
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
菊
村

氏
は
有
名
な
推
理
作
家
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
作
品
は
恐
ら
く
多
く
の
作
品
中
の
一
つ
に

過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
作
品
自
体
は
臨
場
感
あ
ふ
れ
、
最
後
の
シ
ー
ン
は
ハ
ラ
ハ

ラ
し
、
あ
た
か
も
火
曜
サ
ス
ペ
ン
ス
劇
場
の
よ
う
な
実
写
版
を
観
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
陥

り
、
一
気
に
読
ん
で
し
ま
う
筆
者
の
筆
さ
ば
き
は
巧
み
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
他
の
作
家
の
サ

ス
ペ
ン
ス
に
非
常
に
あ
り
が
ち
な
、
主
人
公
と
そ
れ
に
絡
み
つ
く
美
女
と
の
性
描
写
が
全
く

な
い
こ
と
も
好
感
が
持
て
る
。
執
筆
後
三
〇
年
を
経
て
、
筆
者
の
死
後
に
作
品
を
た
ま
た
ま
知

る
と
い
う
の
も
、
古
本
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。 

  

各
種
デ
ー
タ
。 

下
呂
温
泉
合
掌
村 

〒
五
〇
九-

二
二
〇
二 

岐
阜
県
下
呂
市
森
二
三
六
九 

電
話
番
号 

〇
五
七
六-

二
五-

二
二
三
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
七
六-

二
五-
四
二
八
三 

営
業
時
間 

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後
一
七
時
ま
で
。
最
終
入
場
受
付
時
間
午
後
一
六
時

三
〇
分
。 

入
場
料
金 

大
人
八
〇
〇
円 

子
供
（
小
中
学
生
）
四
〇
〇
円 

 

二
〇
名
以
上
の
団
体 

大
人
七
二
〇
円 

子
供
三
六
〇
円 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
ttp

://g
e
ro

-g
a
ssh

o
.jp

/ 

(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
要
予
約
。) 

 

下
呂
温
泉
合
掌
村
内
「
影
絵
昔
話
館
し
ら
さ
ぎ
座
」 

公
演
日 

前
期
二
月
二
〇
日
か
ら
六
月
一
二
日
。
後
期
七
月
一
六
日
か
ら
十
一
月
二
日
。 

上
映
時
間 

午
前
一
〇
時
三
〇
分 

十
二
時 

十
四
時
十
五
分 

演
目 

午
前
一
〇
時
三
〇
分
と
午
後
一
四
時
一
五
分
は
「
考
子
ヶ
池
（
こ
う
し
が
い
け
）」 

十
二
時 

「
し
ら
さ
ぎ
伝
説
」
と
手
影
絵
シ
ョ
ー 

休
演
日 

水
曜
日
。 

観
劇
料 

大
人
・
子
供
（
三
歳
以
上
）
三
〇
〇
円
。 

 

『
首
桶
伝
説 

飛
騨
・
五
箇
山
の
秘
密 

菊
村
到 

光
文
社
新
書 

昭
和
五
九
年
第
一
刷
』 

（
一
般
書
店
で
の
入
手
困
難
。
ア
マ
ゾ
ン
に
て
購
入
。） 

http://gero-gassho.jp/

